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国交省く企業やNPOに
た
場
合
は
費
用
の
５
分
の

‐２

．を
補
助
す
る
「一
・

・　
一　

・

●
地
方
自
治
体
や
物
件
の
所

有
者
が
空
き
家

・の
活
用
策
を

探
る
た
め
の
調
査
費
用
に
つ

い
て
も
、
国
が
最
大
半
額
を

負
担
す
る
Ю
関
係
者
の
具
体

的
な
行
動
を
促
し
、
放
置
空

き
家
の
解
消
を
狙
う
¨

一少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本

で
空
き
家
対
策
の
重
要
性
は

増
し
て
い
る
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
空
き

家
は
１８
年
に
全
国
で
８
４
９

万
戸
あ
る
．ず
こ
の
う
ち
居
住

目
的
が
な
く
い
放
置
さ
れ
た

空
き
家
は
３
４
９
万
戸
に
上

っ
た
ず
適
切
に
管
理
し
な
け

れ
ば
、
放
置
空
き
家
は
３０
年

ま
で
に
４
７
０
万
戸
と
３
割

ほ
ど
増
え
る
見
通
し
だ
。

空
き
家
が
増
え
れ
ば
、
倒

壊
す
る
危
険
が
生
じ
る
。
周

辺
の
景
観
や
衛
生
状
態
を
損

ね
、
防
犯
面
で
も
問
題
と
な

る
。
　
　
一　
　
　
　
　
一

政
府
は
対
策
を
急
ぐ
。
■

日
に
は
空
き
家
対
策
を
強
化

す
る
改
正
関
連
法
が
参
院
本

会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
。

窓
や
壁
の

一
部
が
壊
れ
て
い

る
よ
う
な

「
管
理
不
全
空
き

家
」
に
つ
い
て
、
税
優
遇
の

対
象
か
ら
外
す
。
所
有
者
に

適
切
な
管
理
を
求
め
て
建
て

替
え
な
ど
を
促
す
。
　
一
一
■

一
２３
年
度
税
制
改
正
で
は
相

続
空
き
家
の
発
生
を
抑
え
る

一た
め
の
特
例
も
延
長
し
た
”

亡
く
な
っ
た
親
ら
か
ら
家
屋

を
相
続
し
た
人
が
譲
渡
所
得

か
ら
最
高
３
０
０
０
万
円
を

控
除
で
き
る
仕
組
み
だ
‐。
２３

年
末
ま
で
の
時
限
措
置
を
４

年
延
ば
し
た
“　
・　
　
・一
〓

日
本
の
住
宅
全
体
に
占
め

る
空
き
家
の
割
合
は
１８
年
に

‐３

・
６
％
´
米
国
や
英
国
ヽ

フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
こ
れ
を
下

回
る
と
さ
れ
る
『
海
外
で
は

中
古
住
宅
を
改
修
し
て
再
販

す
る

「
フ
リ
‐ッ
パ
ー
｝
と
呼

ぶ
事
業
者
な
ど
が
空
き
家
の

増
加
を
抑
え
て
い
る
Ю
一　
・
・

日
本
で
は
子
育
て
世
帯
向

け
の
住
宅
需
要
が
高
ま
う
て

い
る
。
官
民
が
連
携
し
い
空

き
家
を
再
生
し
て
流
通
さ
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
が
急
が
れ

る
。　
・　

．．　
一
一
●
●

一
一

中古物件1市場を活性化

空
一〓
一家
改
修
一費
用
■
一３
補
・助

一国
土
交
通
‐省
は
空
き

‥
家
の

活
用‐
に
向
け
た
支
援
策
を
拡

充
す
る

‐。
企
業
や
Ｎ
■
Ｏ
が

手
が
け
る
空
き
．家
の
サ
ノ
ベ

．■
シ
一
ン
八
大
規
農
改
修
）

費
用
の
３
分
の
―‐． ‐を
補
助
す

る
‐。
急

‐増‐
す
る
‐空
き
家
を
攻

置
す
れ
．ば
↑
防
災
や
衛
生
面

で
．地‐
一域
一に
彗
影
響
を
及‐‐
ぼ

す
ず
覧
験

‐
を

，‐取
り
聡
き
ず
中
‐

古
住
宅
市
場
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
．ザ
一
一
●
一
一
一
一

●
２
■
２
‐３
年
度
に
空
き
家

斑
‐
‐
策

‐‐
の
事
業
４
状
幅
一一
見
直

し
た
。
空
き
家
を
買
い
取
る

な
ど
一‐し
て
次
期

，模
改
修

‐‐
し
た

場
合
に
要
し
た
費
用
を
支
援

す
る
「
解
体
せ
ず
に
住

‐
宅
や

施
設
と
し
て
一再
利
用
す
る
こ

・と
を
想
定
す
る
一
取
り
壊
し


